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２００７年６月末から８月末までの２ヶ月間、ブラッセルの EU関係機関が集中する場所
に所在する European Institute for Asian Studies（EIAS）でインターンとして勤務しました。高
校生のころから EUに興味をもち、大学進学後は、EUIJを通して ICUのみでなく他大学で
も EU関連の授業を履修したり、公開講演会やセミナーに参加したりと EUについて学ぶ多
くの機会を得てきました。本記事では私の EIASでの２ヶ月に亘るインターンの報告をさせ
ていただきます。 

私をインターンとして受け入れて下さったのは欧州アジア研究所（EIAS）です。EIASは
EUとアジアの相互理解と協力の促進を目的としたシンクタンクであり、政治、経済、安全
保障等様々な領域における EU－アジア関係、また、双方の関係強化に伴う世界への影響な
どに関して研究し、セミナーや会議を催したり、出版物を発行したりしています。（研究機
関に関する詳細は次の HPを参照 http://www.eias.org/) 

私に与えられた仕事は２つの課題について調査し、報告書をまとめることでした。第一
の課題はもう一人のインターン生と共同で、「アジアの議会制民主主義」に関する調査をす
ることでした。上記の英国の大学で学ぶバングラデシュ出身のインターンが南アジア地域
協力連合（SAARC）、私が東アジア諸国連合(ASEAN)を担当しました。まず、各々の地域連
合に属する国々がどのような議会制度を持っているのか（議会制民主主義制度が採用され
ているかどうかを中心に)、また、各々の連合自体の背景や目的、現状について調べました。
さらに、双方の地域で近年議論が活発になされている、アセアン議員会議（ASEAN 

Inter-Parliamentary Assembly, AIPA)等の議会間組織の背景や現状、今後の展望についても調査
しました。 

第二の課題は個人研究で、「日-EU戦略対話」についての調査を行いました。「日-EU戦略
対話」は安全保障に関わる対話であるため、欧州委員会、欧州理事会、日本の EU代表部で
の面接調査による情報収集を行いました。 

課題ごとに調査をすることを通して、各々のテーマに関する知識や情報、専門的助言を
EIASの研究者の方からいただき、また、実際に調査しながらの研究の進め方を学ぶことも
できました。前者の調査ではアジアでも議会制民主主義制度の国々が多いことや、現状と
しては実施上、向上の必要な国も多いこと、現在は取り入れていない国々でも導入に向け
て国内において様々な動きがあることがわかりました。また、AIPAに関しては、欧州議会
を理想として名実共に「議会」としての機能を持たせようと、ASEAN地域において関係強
化が図られていることなどを学ぶことができました。さらに、SAARCでも議会連合に関す
る議論が近年挙がっていることなどが分かりました。この研究では欧州議会に長年勤めら
れており、欧州やラテンアメリカ、またアジアの議会制民主主義に関しての研究をされて
いる EIASの研究者の方がご指導くださったので、アジアや欧州の歴史に基づく多くの助言
をいただくことができました。  

第二の課題では、インタビューのために実際に政策に関わっている方々にお会いしてお
話を伺うことができました。同じ質問に対し、異なる回答もあり、欧州と日本の各々の視
点、また、欧州委員会と欧州理事会の役割の違いを実感することができました。また、こ
の戦略対話によって、EUの東アジアに対する理解が高まってきているということもわかり
ました。 

以上のように、２ヶ月間のインターンシップを通して、大変充実した貴重な経験をさせ
ていただきました。シンクタンクの日常業務に携わったり、各々の課題においてご指導く
ださった EIASの研究者の方々や異なる EU関係機関の職員、同僚のインターンなど、多く
の方々と意見交換できたことも大きな収穫であったと思います。また、今回のインターン
シップを通して、これまで EUについて学んできたことを再確認し、より深く理解できたと



感じると共に、実際に現地に身を置き学ぶことの意義深さを実感しました。このような貴
重で有意義な経験をさせてくださったEIASやインタビューを受けてくださった方々、また、
バックアップしてくださった EUIJに深く感謝いたします。 
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